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本
書
は
、
河
南
省
洛
陽
の
西
四
五
粁
に
位
置
す
る
新
安
師
綿
織
門
鎮
の
「
千
唐

誌
清
L

の
枚
磁
す
る
墓
誌

二
ニ
六

O
黙
を
、
拓
本
の

コロ

タ
イ
プ
潟
県
で
集
録

し
た
大
版
国
加
で
あ
る
。
巻
頭
に
武
志
逮
・
郭
建
邦
雨
氏
の
筆
に
な
る
概
述
十

二
頁
が
あ
り
、
そ
こ
に

「
千
唐
誌
驚
」
の
由
来
と
所
牧
墓
誌
の
注
目
す
べ
き
内

容
の

一
端
に
ふ
れ
た
叙
設
が
み
ら
れ
る
。
『
千
贋
誌
菊
蔵
石
目
録
』
は
既
に

一

九
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
名
は
関
与
え
て
い
て
、
拓
本
も
相
嘗
数
が
流
布
し

て
お
り
、
専
門
家
に
は
周
知
の
蒐
枚
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
第
二
次
大
戦
を
経

て
そ
れ
が
安
全
に
保
存
さ
れ
た
か
否
か
、
河
南
の
現
地
関
係
者
以
外
に
と
っ
て

消
息
は
乏
し
く
、
本
書
に
よ
っ
て
そ
の
醤
態
を
留
め
た
現
肢
を
知
り
得
る
の
は

大
き
な
喜
こ
び
で
あ
る
。

千
唐
誌
賓
の
建
設
者
は
張
紡
(
{
子
伯
英
、
挽
友
石
主
人
〉
、
新
安
出
身
で
青
年

時
代
中
園
同
盟
曾
に
参
加
、
辛
亥
革
命
に
は
侠
西
新
軍
起
義
の
策
動
者
の

一
人

と
し
て
活
躍
、

一
九

一
七
年
子
右
任
の
も
と
で
侠
西
省
靖
園
軍
副
司
令
、
三

0

年
代
に
は
河
南
省
建
設
廓
々
長
や
河
南
省
政
府
代
理
主
席
等
に
任
じ
た
。
新
中

園
に
な
っ
て
か
ら
は
政
協
第
二
居
全
園
委
員
や
中
央
文
史
館
副
館
長
と
な
り
、

一
九
六
六
年
病
逝
し
た
。
張
氏
は
康
有
骨
肉

・
章
嫡
麟

・
子
右
任
ら
と
交
わ
り
金

石
の
趣
味
に
傾
倒
し
、
洛
陽
の
郡
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
移
し
い
墓
誌
の
中

で
、
唐
代
の
墓
誌
類
が
数
が
多
く
て
稀
少
債
値
に
乏
し
く
人
々
か
ら
見
棄
て
ら

れ
破
援
に
ま
か
さ
れ
が
ち
な
の
を
慨
嘆
し
、一

九
=
二

年
夏
か
ら
積
極
的
に
蒐

集
に
努
め
、
五
年
た
ら
ず
の
聞
に
賓
に

一
O
O
O貼
徐
の
唐
誌
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
彼
は
三
五
年
私
邸
に
地
方
色
ゆ
た
か
な
煉
瓦
建
ア

I
チ
型
窯
院

(三
つ
の
長
方
形
中
庭
と

一
五
の
窯
洞
を
そ
な
え
る
〉
を
建
造
し
、
そ
の
壁
面

に
ズ
ラ
ッ
と
誌
石
を
三
、
四
段
に
並
べ

で
は
め
こ
み
、

王
庚
慶
氏
が
こ
れ
を

「千
唐
誌
驚
」
と
名
づ
け
、
章
氏
に
匿
勝
を
揮
耳弔
し
て
も
ら
っ

た
の
で
あ
る
。

個
人
で

一
O
O
O個
以
上
も
の
墓
誌
を
蒐
め
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
壁
面

に
飲
め
込
ん
で
永
久
保
存
と
鑑
賞
に
新
機
軸
を
生
ん
だ
こ
と
、
い
ず
れ
も
類
稀

な
業
績
で
あ
り
、
中
園
金
石
田
学
史
上
不
滅
の
貢
献
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
書
は
郭
玉
堂
氏
醤
臓
の
拓
本
セ
ッ

ト

〈
一
九
六
五
年
園
家
に
掲
献
)
を
主

鐙
に
、
少
数
の
新
拓
を
加
え
編
集
さ
れ
て

い
る
。
郭
氏
は
千
唐
誌
粛
最
大
の
功

臣
で
、
賢
誌
蒐
集
に
鋭
意
協
力
し
た
ば
か
り
で
な
く
前
に
ふ
れ
た
磁
石
目
録
の

編
者
で
も
あ
る
。
従
っ
て
千
唐
誌
驚
枚
磁
墓
誌
の
拓
本
と
し
て
は
、

一
般
に
望

み
得
る
最
善
の
も
の
と
明
附
し
て
よ
か
ろ
う
。
但
だ
本
書
概
述
に
も
こ
と
わ
っ
て

い
る
如
く
、
壁
に
凹
型
に
は
め
こ
ま
れ
た
若
干
は
誌
面
四
周
周
透
部
の
拓
出
が

む
ず
か
し
く
、
叉
壁
面
の
か
ど
に
あ
た
る
所
の
雨
側
に
は
め
こ
ま
れ
た
も
の
は

首
尾
の
一
行
を
う
ま
く
拓
出
で
き
な
い
の
で
、
四
周
や
首
尾
の
部
分
が
は
っ
き

り
出
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
や
む
を
え
な
い
。
誌
蓋
の
拓
本
は
九
二
黙
存

す
る
の
に
、
現
存
す
る
菱
は
わ
ず
か

一
四
黙
で
、
壁
に
は
め
こ
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
誌
蓋
は
半
世
紀
の
聞
に
大
部
分
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
誌
蓋
拓
本
の
殆
ど

は
本
書
編
纂
に
際
し
本
来
の
腸
腐
を
確
か
め
得
た
が
、
七
黙
の
み
は
所
属
未
詳

で
、
巻
尾
に
附
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
何
と
い
っ
て
も
一
一
一
一

O
O除
黙
と
い
う
大
量

の
墓
誌
の
原
形
を
廉
く
皐
界
に
提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
。
拓
本
の
図
版
は
大
盤

二
0
1二
二
糎
四
方
の
大
き
さ
で
、
原
形
を
努
努
さ
せ
、
大
部
分
の
も
の
は
原

文
の
議
議
が
容
易
で
あ
っ
て
、
居
な
が
ら
に
し
て
誌
の
内
容
を
研
究
に
利
用
で
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朝 代 |年 数 |千唐誌数 |開拓本数

菅 155 1 10 

唐 南 朝 170 。 2 

北 貌 148 3 256 

東 貌 16 。 32 

北 予寄 31 。 37 
前 ゴヒ 周 24 。 12( +6) 

陪 37 2 152 

高祖(武徳、(開明)) 9 。 6 

太宗〔貞観〉 23 48 134 

高宗(永徽~弘道) 34 288 638 

武后〈嗣聖，文明~長安〉 21 173 315 

中宗(紳龍〉 5 24 37 

容宗(景龍~太極，延和〉 3 28 64 

玄宗〈先天・関元・天費〉 43 334 578 

粛宗(至徳~上元(聖武 ・順天))1 6 11 14 

代宗(費感~大暦(穎聖)) 18 27 57 

徳宗〈建中・貞元〉 25 49 95 
唐 順宗(永貞〉 290 1 1 5 

合周
憲宗(元和〉 15 29 93 

穆宗(長慶〕 4 7 18 

敬宗(賓暦〉 2 5 14 

文宗〈大和 ・開成) 14 46 83 

武宗(曾昌〉 6 19 35 

宣宗(大中〉 13 53 100 

蕗宗(威遁〉 14 45 76 

信宗(乾符~文徳) 15 11 36 

昭宗(龍紀~天復〉 15 。 9 

昭宣帯(天結〉 4 。 2 

年 代 未 詳 11 25 

蓋 7 299 

唐 計 1209( +7) 2733 

五代十園 54 22 46 

北 宋 167 85 146 

唐 南 宋 153 。 26 

遼 金 328 。 18 

7c 162 。 17 

後 明 276 31 48 

清 268 1 21 

民 園 74 6 19 

年 月 。 日(鰐壁)
蓋 。 207 

事E 計 1制+サ 3798 
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き
る
。
各
国
版
の
下
に
は
、
通
し
番
続
・
誌
名

・
埋
葬
年
月
日
・
尺
寸

・
行

数
・
毎
行
字
数
・
書
鐙
の
注
記
(
横
書
館
燈
字
)
が
あ
り
、
な
お
撰
文
・
書
者

の
明
記
さ
れ
た
ば
あ
い
は
そ
れ
を
書
出
し
、
叉
妻
と
の
合
葬
や
他
誌
と
の
親
属

関
係
そ
の
他
留
意
す
べ
き
黙
に
ふ
れ
、
更
に
誌
文
の
内
容
等
の
注
意
を
ひ
く
黙

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

従
来
等
仲
勉
氏
を
は
じ
め
千
唐
誌
粛
の
墓
誌
を
拓
本
等
を
遁
じ
て
活
用
し
た

皐
者
は
あ
っ
た
が
、
殆
ど
の
録
文
は
刊
本
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
従
っ
て
そ
の
利

用
は
か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
後
本
書
を
遁
じ
て
特

に
唐
史
研
究
者
に
大
き
な
便
盆
が
提
供
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
書
所
牧
墓
誌

を
年
代
別
に
表
示
す
る
と
前
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
比
較
の
参
考
に
、

豪
北
市
に
あ
る
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
得
斯

年
図
書
館
所
蔵
拓
本
数
(
同
一
誌
の
拓
本
が
複
数
あ
っ
て
も
一
黙
に
算
え
る
)

を
右
欄
に
掲
げ
た
。
得
館
は
園
立
北
京
圏
書
館
と
並
ん
で
、
中
園
石
刻
拓
本
所

裁
で
は
世
界
最
大
の
蒐
集
と
み
ら
れ
、
し
か
も
最
近
墓
誌
銘
拓
片
目
録
(
毛
漢

光
重
編
、

蓋
北
中
央
研
究
院
史
語
所
、
一
九
八
五
〉
が
公
刊
さ
れ
研
究
者
の
閲

覧
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
数
字
は
現
在
利
用
可
能
な
墓
誌
拓
本
の

数
の
一
箇
の
め
や
す
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
前
表
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
歴
代
墓
誌
の
中
で
唐
代
の
そ
れ
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四
・
完

%

唐

数

待

館

拓

本

数

誌

数

千

年

き也

…

(
+
六
〉

一

二七-一三

一

歪八

一

六

一

一
二
(
)
九
一

(
十
七
)

一
四
五
一

前

喜

三・吉一努品川

唐

唐

プU

Cコ

主
・
九
六
%

唐

後

。
七
八

が
群
を
抜
い
て
多
数
を
占
め
て
い
る
。
唐
前
・
唐
後
と
簡
単
に
比
べ
る
と
、
上

段
表
の
よ
う
に
、
三

O
O年
た
ら
ず
の
唐
の
墓
誌
が
、
そ
の
数
倍
の
期
間
の
全

墓
誌
の
七
割
強
(
待
館
)
、
九
割
弱
〈
千
唐
〉
に
達
し
て
い
る
。
千
唐
は
意
識

的
に
贋
誌
を
蒐
め
た
か
ら
、
そ
の
比
率
の
高
い
の
は
嘗
然
だ
が
、
そ
う
で
な
い

停
館
で
七
二
%
と
い
う
数
字
は
、
現
存
墓
誌
拓
本
の
貧
に
%
以
上
が
唐
代
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
一意
味
し
、
中
薗
墓
誌
の
大
学
は
唐
誌
、
唐
代
こ
そ
墓
誌
の
代

表
的
時
代
と
現
状
で
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
少
し
こ
ま
か

く
年
代
と
誌
数
の
関
係
を
み
る
と
左
表
の
よ
う
に
な
る
。

唐 階

書E宣文憲徳玄 中武高 太高 大仁開

容

宗宗宗宗宗宗宗后宗宗祖 業 害等皇

千
r、

三四三一 二 七六八八二 O 000 まー均戸麿数-・・・・ ・

二一三九 O七五二五一

一一 一 一 詩均縛本敬
五七五六三三二五八五 O 八三一
-・・ ・ ・ ・

四八九二八四 八七 七
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一
年
あ
た
り
誌
放
が
最
大
と
な
る
の
は
洛
陽
の
千
賢
誌
及
び
全
園
の
侍
舘
拓

本
を
通
じ
て
、
高
宗
・
武
后
朝
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
く
の
が
玄
宗
朝
で
あ
る
。

中
唐
以
降
は
激
減
し
最
も
多
い
宣
宗
朝
で
す
ら
唐
前
期
の
宇
ば
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
千
唐
誌
粛
枚
臓
の
洛
陽
出
土
墓
誌
が
、
唐
全
土
の
全
睡
的

傾
向
を
か
な
り
よ
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
墓
誌
埋
納
は
現
代
に
至
る
ま
で
連
綿
と
繍
い
て
お
り
、
宋
以
降
の

芸
誌
の
紹
針
数
が
唐
誌
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
但
だ
洛
陽
白

山
や
西
安
郊
外
等
階
唐
以
前
の
帝
都
の
墓
匿
が
集
中
的
に
盗
掘
さ
れ
る
傾
向
の

あ
っ
た
鴛
と
、
指
書
の
美
し
さ
か
ら
階
層
誌
が
庚
く
愛
好
さ
れ
拓
本
が
多
く
流

布
し
た
結
果
、
右
掲
の
統
計
数
字
に
代
表
さ
れ
る
現
状
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
み

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
巨
視
的
に
見
て
、
陪
唐
時
代
の
戸
口
統
計
と
概

ね
併
行
し
て
お
り
、
戸
口
の
充
貸
し
た
卒
和
な
時
期
に
多
く
、
戦
乱
時
に
激
減

し
て
い
る
。
只
戸
口
統
計
の
極
大
値
を
一
示
す
天
費
時
代
で
は
な
く
、
高
宗
武
后

期
に
誌
数
の
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
る
黙
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
吐
舎
の
上
流
中
流

を
占
め
、
主
に
石
誌
を
造
る
階
層
た
る
土
人
達
の
社
舎
経
済
的
貿
力
が
、
こ
の

時
期
に
そ
の
最
感
期
を
有
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

千
唐
誌
中
に
は
、
屈
突
通
(
九
、
本
書
通
し
番
鋭
、
以
下
問
〉
・
慕
容
三
蔵

(
二
八
二
)
・
長
孫
鮮
(
二
九
一
)
・
僅
泰
之
(
六
三

Oγ
李
信
(
六
五
八
)
・

李
笛
(
九
一
七

γ
李
泉
(
九
七
一
〉
・
佳
弘
雄
(
一

O
Eニ
)
等
の
如
く
、
正

史
に
停
の
み
え
る
著
名
人
も
含
ま
れ
、
叉
故
衡
州
司
士
参
軍
李
府
君
(
持田
)
誌

(
九
三

O
)
の
よ
う
に
濁
孤
及
の
撰
文
に
な
り
、
『
毘
陵
集
』
巻
一
一
一
(
『
全
唐

文
』
巻
三
九
一
所
牧
は
現
行
本
毘
陵
集
と
ほ
ぼ
同
じ
)
に
誌
文
の
停
存
し
た
も

の
も
あ
る
。
文
集
の
体
え
る
誌
文
に
比
す
る
と
、
石
誌
の
文
は
ま
ず
首
行
の
誌

題
に
「
自
主
五
従
叔
租
」
の
五
字
を
加
え
、
残
年
月
日
を
「
乾
元
二
年
六
月
十
六

日
」
、
年
欝
を
「
五
十
」
、
権
芝
時
期
を
「
七
月
十
六
日
」
と
明
記
し
て
い
る

他
、
木
誌
の
埋
納
時
日
も
「
大
暦
九
年
夏
四
月
廿
八
日
」
と
文
集
の
四
月
二
十

ム

。

七
日
と
一
日
差
異
を
含
む
。
そ
の
他
曾
租
李
道
立
の
任
官
を
、
「
隠
斉
陳
三
州
」

に
作
り
文
集
の
「
快
晴
間
隙
三
州
刺
史
」
と
一
致
し
な
い
。
も
と
よ
り
本
誌
石
の

出
現
に
よ
り
『
毘
陵
集
』
の
本
文
が
九

O
数
%
ま
で
原
文
を
忠
質
に
俸
え
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
個
人
デ
ー
タ
と
し
て
重
要
な

波
日
や
年
令
等
が
文
集
で
は
某
月
日

・
若
干
等
と
略
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

誌

石
の
史
料
償
値
は
文
集
を
数
等
上
回
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
州
名
の
小

異
も
、
刺
史
在
任
表
を
作
る
と
い
っ
た
作
業
に
際
し
て
は
そ
の
影
響
す
る
所
些

少
に
と
ど
ま
ら
ぬ
。
か
よ
う
に
原
文
の
即
時
存
す
る
場
合
に
も
誌
石
に
よ
り
校
訂

で
き
る
所
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
封
校
を
通
じ
て
毘
陵

集
現
行
本
(
四
部
叢
刊
所
牧
明
越
氏
亦
有
生
粛
刊
本
)
の
停
潟
の
閲
に
生
じ
た

謁
設
の
程
度
を
客
観
的
に
計
量
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
こ
の
宗
室
李
詩
に

つ
い
て
は
四
年
後
に
梁
粛
の
撰
し
た
改
葬
墓
誌

(
九
三
八
〉
が
あ
る
が
、
偶
然

李
鴻
夫
人
濁
孤
氏
の
誌
も
同
時
に
梁
粛
が
作
っ
て
お
り
、
そ
の
誌
文
は
『
文
苑

英
華
』
径
九
六
六
に
牧
め
ら
れ
今
日
に
停
わ
る
。
千
唐
誌
の
刊
行
に
よ
り
我
々

は
梁
粛
の
撰
し
た
李
潟
夫
妻
の
一
隅
誌
を
机
上
に
並
べ
て
見
る
こ
と
が
始
め
て
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

武
・
郭
爾
氏
の
既
に
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
長
喜
二
年
陳
察
誌
(
四

O
九
)
に

よ
り
惰
末
醇
患
の
翠
兵
に
際
し
曲
水
際
人
楊
洛
が
懸
城
に
よ
っ
て
相
態
じ
た
こ

と
を
知
り
、
要
暦
二
年
雀
玄
藷
誌
ハ
四
五
三
)
を
逼
じ
永
徽
四
年
睦
州
の
女
傑

陳
碩
員
の
起
義
の
情
況
を
窺
い
、
貞
元
一
五
年
嗣
曹
王
李
泉
誌
(
九
七
一
)
や

貞
元
二
O
年
陳
皆
誌
〈
九
八
五
〉
に
よ
っ
て
、
裳
見
の
起
義
軍
討
伐
の
賓
情
が

停
え
ら
れ
、
或
い
は
聖
暦
二
年
王
徳
表
誌
(
四
六
二
)
・
開
一
元
一
二
年
裳
同
誌

(
七
三
一
)
に
よ
り
、
世
間
放
通
天
元
年
の
契
丹
首
領
李
霊
忠
ら
の
反
唐
寧
丘
(
の

経
緯
を
教
え
ら
れ
、
天
費
四
載
和
守
陽
誌
(
八
二
四
)
に
よ
り
碩
西
支
度
営
団
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剣
官
・
北
庭
副
都
護
に
任
じ
西
域
経
営
に
活
躍
し
た
事
蹟
が
明
ら
か
に
な
る

等
、
誌
文
を
精
讃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
史
籍
の
記
事
を
補
い
、
乃
至
裏
附
け
る

情
報
が
種
々
得
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
聖
武
元
年
正
月
一
一
一
一
日
の

女
道
士
馬
凌
虚
誌
(
刑
部
侍
郎
李
史
魚
撲
、
九

O
二
〉
に
は
、
安
藤
山
の
凶
威

を
慣
れ
開
元
視
を
婁
武
観
と
改
稿
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
、
聖
武
元
年
三
誌

(九

O
二
|
四
)
・
同
二
年
二
誌
(
九

O
五
|
六
)
・
順
天
二
年
一
誌
(
九
一

二
)
・
額
翠
元
年
一

誌
(
九

二
ニ
)
・
同
二
年
一

誌
(
九
一
四
〉
の
如
き
燕
の
年

続
を
刻
す
諸
誌
の
存
在
は
、
安
史
の
慌
の
深
刻
な
影
響
を
雄
癖
に
も
の
が
た
つ

て
い
る
。

他
方
長
寄
二
年
王
貞
誌
(
四
一
一
)
に
よ
り
『
韻
苑
』
十
巻
、
聖
一
暦
二
年
蓋

暢
誌
(
四
五
二
)
に
よ
り

『
道
統
』

十
単
位
、
聖
暦
二
年
王
徳
表
誌
(
四
六
二〉

に
よ
り

『
注
孝
経
』
『
春
秩
異
同
駁
議
』
一
ニ
巻
『
道
徳
経
注
』
『
金
剛
経
注
』

『
文
集
』
五
倉
、
宋
康
定
二
年
王
胎
敬
誌
(
一
一
一
六
五
)
に
よ
り
『
碗
瑛
集
』

百
傘
、
元
結
八
年
貌
孝
孫
誌
三

二
九
一
)
に
よ
り

『
詩
集
』
『
南
遊
記
』

一

巻
『
道
徳
経
注
』
二
巻
『
抱
一
集
』
十
二
巻
『
畷
珠
集
』
二
巻
『
呉
越
方
言
』

一
巻
と
い
っ
た
失
俸
の
著
作
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
ら
政
治
史
・
文
化

史
上
の
個
々
の
新
知
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
千
唐
誌
全
慢
を
通
じ
て
清
河
雀
氏
・

泊
陽
虚
氏
・
際
西
李
氏
・
紫
陽
郷
氏
の
四
姓
に
属
す
る
者
の
墓
誌
が
二

O
O以

上
も
あ
り
全
誌
の

一
六
%
強
を
占
め
る
事
寅
は
、
門
閥
士
族
集
園
が
唐
代
に
い

か
に
顕
著
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
数
え
、
そ
れ
が
宋
代
に
な
る
と
八
五
誌
中
一

つ
も
四
姓
が
見
嘗
ら
ぬ
勲
と
相
ま
っ
て
、
唐
宋
聞
に
お
け
る
名
族
浪
落
の
大
勢

を
明
示
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

守
屋
美
都
雄
氏
の
太
原
王
氏
研
究
が
先
鞭
を
つ
け
、

開
r
g可
、
』
or口白
O

口、

毛
漢
光
、
吉
岡
員
氏
ら
に
よ
り
設
展
さ
れ
て
い
る
姓
族
研
究
に
と
っ
て
、
千
唐

誌
が
有
盆
な
系
譜

・
通
婚

・
官
歴
デ
ー
タ
を
少
な
か
ら
ず
提
供
す
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
愛
宕
元
氏
の
洛
陽
近
郊
の
郷
里
村
研
究
の
類
に
も
若
干

の
資
料
の
追
加
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
他
麿
後
期
財
政
を
追
求
さ
れ
る
高
橋
縫

男
氏
は
、
先
に
諸
資
料
を
博
捜
し
て
作
ら
れ
た
巡
院
と
知
院
官
の
表
を
、
千
唐

誌
に
よ
っ
て
新
た
に
四
件
追
加
さ
れ
た
(
一
九
八
五
夏
期
唐
代
史
研
究
曾
報

告
〉
。
か
よ
う
に
唐
史
研
究
が
相
嘗
精
密
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
一

O
O
O徐

の
洛
陽
墓
誌
の
提
供
す
る
情
報
は
多
く
の
方
面
に
貢
献
し
得
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
書
に
年
鋭
紀
年
不
詳
と
し
て
登
載
さ
れ
た
唐
前
試
大
理
評
事
象
監

察
御
史
孫
公
亡
妻
隣
西
李
氏
墓
誌
銘
弁
序
三
二

O
五
)
の
年
代
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
て
お
こ
う
。
誌
文
に
「
大
唐
乙
芸
品
回
六
月
十
六
日
終
子
東
都
激
化
里

之
私
第
、
春
秋
廿
四
」
と
あ
り
、
こ
の
乙
亥
を
何
年
に
比
定
す
べ
き
か
が
問
題

で
あ
る
。
系
譜
関
係
で
誌
文
に
記
さ
れ
る
所
は
、
李
氏
が
宗
室
の
大
郷
王
房
に

(
臨
)

麗
し
、
祖
喧
は
台
州
刺
史
、
父
叔
康
は
前
任
杭
州
口
安
田
柿
令
、
外
租
博
陵
鐙
稜

は
皇
朝
戸
部
侍
郎
鳳
開
閉
節
度
使
の
諸
項
で
あ
る
。
『
新
唐
書
』
の
宗
室
世
系
表

上
に
は
大
鄭
玉
房
の
詳
し
い
系
譜
を
含
む
が
、
そ
こ
に
は
喧
・
叔
康
の
名
は
見

え
な
い
。
但
だ
大
鄭
玉
房
の
始
祖
准
安
靖
王
一
柳
通
の
曾
孫
の
世
代
に
、
市
円
安

(
険
王
府
戸
曹
参
寧
)
斉
古
(
少
府
監
)
鴎
〈
文
部
侍
郎
)
雌
(
刑
部
侍
郎
)

好
(
符
賓
郎
〉
の
兄
弟
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
記
述
が
盛
唐
天
賓

・
乾

元
時
代
の
記
録
に
基
く
事
情
が
窺
わ
れ
、

喧
が
末
弟
に
蛍
り
蛍
時
未
だ
出
身
し

て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
表
に
現
れ
な
く
と
も
不
思
議
は
な
い
。
他
方
戸
部
侍

郎
の
雀
稜
は
、
元
和
末
か
ら
長
慶
二
年
に
か
け
在
任
し
た
雀
俊
と
認
め
ら
れ
、

彼
は
そ
の
後
鳳
朔
節
度
使
に
任
じ
て
お
り
、
中平
い
元
揖
恨
の
撰
し
た
催
公
墓
誌
銘

が
『
元
氏
長
慶
集
』
各
五
四
に
惇
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
事
蹟
を
詳
し
く
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
。
雀
俊
の
名
を
墓
誌
以
下
多
く
の
資
料
が
人
偏
に
作
る
中
で

『
奥
郡
志
』
巻

一
一
に
佳
稜
と
す
る
例
も
あ
り
、
同
品目類
字
な
の
で
混
用
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
解
し
得
ょ
う
。
以
上
に
よ
れ
ば
雀
稜
ハ
俊
〉
の
娘
の
女
子
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に
蛍
り
、
同
時
に
李
喧
の
孫
の
志
主
李
氏
は
九
世
紀
中
葉
の
人
と
な
り
、
従
っ

て
卒
年
乙
亥
は
大
中
九
年
(
八
五
五
)
と
断
定
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
近
刊
の

『
歴
代
墓
誌
銘
拓
片
目
録
』
(
一一

O
頁、

一
一
七
八
蹴
)
は
本
誌
を
上
元
二

年
(
六
七
五
〉
に
繋
け
、
外
租
佳
稜
を
北
賓
の
人
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
本

誌
を

一
讃
す
れ
ば
現
れ
る
官
名
等
か
ら
こ
れ
が
中
唐
以
降
に
腐
す
こ
と
は
一
目

瞭
然
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
右
の
目
録
編
者
は
外
租
名
を
カ
l
ド
で
見
て
北
斉
人

と
早
合
貼
し
、
本
文
を
丁
寧
に
読
ま
ず
に
(
或
い
は
拓
本
が
不
良
で
官
名
等
の

部
分
を
讃
み
と
れ
な
か
っ
た
か
〉
誌
の
乙
亥
を
上
元
二
年
に
比
定
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
話
が
や
や
わ
き
道
に
入
っ
た
が
、
整
然
と
排
列
さ
れ
た
千
唐
誌
を
通
覧

す
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
史
の
流
れ
を
大
観
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
同
時
に

文
鰻
や
字
位

・
書
風
の
推
移
も
お
の
ず
か
ら
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
頭
概

述
は
、
威
亨
元
年
蓋
蕃
誌
(
二
五
八
〉
と
久
親
元
年
実
公
職
誌
(
秋
仁
傑
撰

書
、
四
八
一
〉
を
民
世
南
風
、
聖
暦
二
年
佳
玄
籍
誌
(
四
五
三
)
・
開
元
十
年

楊
曜
誌
(
六
一一四〉・

天
賓
一
一
載
順
節
夫
人
李
氏
誌
(
李
湊
書
、
八
七

O
〉

を
格
途
良
風
、
貞
元
五
年
孫
公
夫
人
李
氏
誌
(
李
公
輔
撰
書
、
九
四
九
)
・
康

明
元
年
柳
延
宗
誌
(
降
級
撰
書
、
二
一

O
一
二
)
を
顔
奥
卿
風
の
楢
書
の
名
品
に

翠
げ
て
お
り
、
殺
害
に
は
貞
親
元
年
闘
道
愛
誌
(
七
)
・
関
元

一
一
年
雀
泰
之

誌
〈
李
姐
書
、
六
三
O
〉・

天
賓
一

O
載
侃
彬
誌
(
八
六
八
)
、
行
機
に
も
開
元

一
一
一
年
越
潔
誌
(
六
三
七
〉
・
天
賓
一
一
載
佳
澄
誌
(
八
七
四
〉
の
よ
う
に
見

る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
唐
人
の
撰
に
な
り
唐
人

の
書
い
た
一
二

O
Oの
唐
人
の
停
記
に
容
易
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

本
書
の
お
か
げ
で
あ
っ
て
、
校
-R

は
そ
の
刊
出
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

質
は
こ
の
所
唐
代
墓
誌
に
関
す
る
重
要
な
出
版
が
相
つ
い
で
い
る
。
そ
の
第

一一は
鋭
宗
顕
編
に
な
る
『
唐
宋
墓
誌
|
遼
東
皐
院
蔵
拓
片
岡
録
』
(
香
港
、

一

九
八
乙
で
あ
り
、
パ
リ
の
向
拳
院
所
蔵
拓
本
三
八
八
貼
の
園
録
と
解
説
を
含

む
。
本
書
に
つ
い
て
は
先
に
吉
岡
呉
氏
の
紹
介
(
康
島
大
事
文
皐
部
紀
要
因
三

巻
、
一
九
八
三
)
が
あ
り
、
唐
誌
三
七
O
黙
に
つ
い
て
綿
密
な
注
記

・
補
訂
を

加
え
ら
れ
て
い
て
、
唐
代
墓
誌
に
関
心
を
も
っ
者
の
必
讃
の
文
字
と
い
っ
て
過

言
で
な
い
。
本
書
に
惜
し
ま
れ
る
所
は
園
版
の
大
き
さ
が
大
陸
一

0
1
一
五
糎

四
方
と
や
や
小
さ
く
、
讃
み
に
く
い
も
の
の
少
く
な
い
貼
で
あ
る
。
し
か
し
索

引
を
含
む
鏡
氏
の
整
理
と
相
ま
っ
て
、
西
欧
に
あ
る
拓
片
を
容
易
に
参
照
で
き

る
刺
使
は
大
き
い
。

次
に
唐
代
墓
誌
を
網
羅
し
園
版
・
四
押
文

・
解
説

・
索
引
を
完
備
し
た
大
著

『
唐
代
墓
誌
銘
繋
編
附
考
』
が
毛
漢
光
氏
ら
の
努
力
で
刊
行
が
始
ま
っ
た
。
本

書
は
『
千
唐
誌
資
臓
誌
』
と
ほ
ぼ
同
じ
大
型
本
で
、
第
一
加
(
毛
漠
光
撰
、
虚

建
築
助
理
、
一
九
八
四
年
六
月
、
本
文
四
五
四
頁
〉
に
は
開
明
元
年
(
武
徳

二
年
〉
那
虚
氏
夫
人
元
買
得
誌
以
下
貞
観
二
O
年
四
月
楊
徳
誌
に
至
る
一

0
0

件
、
第
二
加
ハ
毛
漢
光
撲
秋
慧
玲
助
理
、
一
九
八
五
年
一
月
、
本
文
四

O
九

頁
)
に
は
貞
概
二

O
年
五
月
か
ら
永
徽
三
年

一
O
月
一
日
に
至
る
一

O
O件
を

集
録
し
、
各
加
に
人
名

・
地
名

・
官
名
三
種
の
索
引
を
附
し
て
い
る
。
本
書
は

唐
代
墓
誌
銘
の
縞
年
排
列
に
よ
る
集
大
成
を
意
図
し
て
お
り
、
拓
本
の
無
い
も

の
も
石
刻
関
係
書
の
録
文
や
文
集
・
総
集
か
ら
採
録
し
て
お
り
、
全
睡
で
は
三

千
数
百
貼
を
超
え
三

O
数
加
に
達
す
る
こ
と
が
務
想
さ
れ
て
お
り
、
完
成
ま
で

に
は
少
く
も
一

O
年
を
要
す
る
大
事
業
で
あ
る
。
所
枚
各
貼
に
つ
い
て
標
黙
を

施
こ
し
た
録
文
が
明
朝
睡
活
字
で
美
事
に
印
刷
さ
れ
、
更
に
附
記
と
し
て
碑
誌

来
源
・
拓
片
形
制
・
碑
誌
之
其
他
版
木
(
校
勘
を
含
む
)
・
誌
主
在
正
史
中
是

否
有
侮
・
世
系
・
碑
誌
立
鹿
・
誌
主
之
歴
世
時
期
・
婚
姻
関
係
・
特
殊
事
蹟
・

異
形
碑
睡
字
等
の
諸
項
が
詳
記
さ
れ
る
。
そ
の
入
念
な
仕
事
ぶ
り
は
、
例
え
ば

第
二
加
所
牧
貞
観
二
二
年
文
安
蘇
主
誌
(
一
二
四
)
に
つ
い
て
中
央
圃
書
館
所
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議
拓
本
と
共
に
『
全
唐
文
』
巻
九
九
四
は
じ
め
『
昭
陵
碑
考
』
『
金
石
績
編
』
・

『
惰
唐
石
刻
拾
遺
』
・
『
侠
西
金
石
士
山
』
等
質
に
一
五
種
に
及
ぶ
金
石
書
を
参
照

し
て
録
文
校
訂
に
資
し
て
い
る
の
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
既
刊
二
加
に
収
め
る

こ
O
O誌
の
来
源
は
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
得
斯
年
圃
書
館
所
蔵
墓

志
拓
本

一
七
三
、
中
央
図
書
館
所
蔵
拓
本
八
、
『
全
唐
文
』
二
、『
唐
文
拾
遺
』

て

『
唐
文
繍
拾
』

て

『芭
d

借
家
墓
遺
文
』
(
績
・
績
補

・
四
集
を
含
む
)

八
、
『
東
都
家
募
遁
文
』

て
『
関
中
金
石
文
字
存
逸
考
』
て
『
快
西
金
石

誌
』
て
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
稽
』
て
『
西
安
郊
匿
惰
唐
墓
』
て
『
考

古
皐
報
』
て
『
文
物
』
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
八
六
%
ま
で
停

斯
年
園
書
館
牧
磁
の
拓
本
を
ま
ず
利
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
得
舘
の
唐
誌

拓
本
蒐
集
の
全
唐
誌
に
占
め
る
比
率
の
極
め
て
吉
岡
い
黙
が
注
目
さ
れ
る
。
同
時

に
近
年
の
中
華
人
民
共
和
閣
の
出
版
物
ま
で
網
羅
す
る
こ
と
は
、
編
者
の
資
料

捜
訪
が
頗
る
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
も
の
が
た
り
、
品
位
頭
線
序
に
附
す
引
用
書

籍
目
が
貨
に
一
八
六
種
(
第
二
加
で
迫
加
三
種
)
に
上
る
の
も
そ
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
『
千
麿
誌
粛
綴
誌
』
を
参
照
し
な
い
う
ち
に
刊

行
が
始
ま
っ
た
の
で
、
千
唐
誌
の
大
部
分
(
七

O
貼
)
を
拓
本
に
よ
っ
て
収
録

し
た
も
の
の
、
永
徽
三
年
以
前
に
属
す
る
徐
唐
(
千
唐
誌
一
三

0
・
楊
全
(
同

五
三
)
・
劉
初
公
ハ
一
〉
・
郷
君
和
氏
姫
(
六
七
)
の
四
誌
を
失
政
し
て
い
る

0

・

本
書
の
園
版
は
ア
ー
ト
紙
に
拓
本
の
寓
員
を
『
千
唐
』
と
ほ
ぼ
同
大
に
掲
出
し

て
お
り
、
録
文
と
相
ま
っ
て
参
照
債
値
が
大
き
い
。
千
唐
誌
の
拓
本
に
つ
い
て

み
る
と
、
『
千
唐
』
の
コ
ロ
タ
イ
プ
園
版
に
は
鮮
明
度
の
及
ば
ぬ
の
が
一
般
で

あ
る
も
の
の
、
例
え
ば
張
伯
誌
(
千
唐
二
ハ
、
奨
編
三
五
)
の
拓
本
で
は
『
千

唐』

の骨
局
長
に
中
央
か
ら
上
逃
に
か
け
て
の
断
裂
が
見
え
、
『
集
編
』
闘
版
に

こ
の
断
裂
が
現
れ
ぬ
の
で
、

崎
博
館
拓
本
が
こ
の
断
裂
以
前
と
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
場
合
も
あ
り
、
部
分
的
に
『
千
庸
』
拓
本
を
補
う
黙
も
な
い
で
は
な
い
。

本
舞
踊
柵
の
録
文
は
概
し
て
極
め
て
入
念
に
作
製
さ
れ
て
お
り
、
編
者
の
努
力

に
封
し
て
深
い
敬
意
を
費
え
る
。
『
千
唐
』
所
掲
の
拓
本
潟
県
と
較
べ
る
と
、

例
え
ば
貞
観
一
七
年
馬
キ
山
道
誌
〈
千
唐
二
九
、
集
編
八
四
)
の
集
編
録
文
三
八

三
頁
本
文
第
2
行
口
其
↓
玉
質
、
同
頁
第
8
行
口
口
↓
朗
曜
、
三
八
四
頁
第
1

行
口
↓
齢
、
第
4
行
口
口
↓
弥
篤
、
第
7
行
口
。
陵
口
↓
迩
。
陵
谷
、
貞
翻

一

八
年
王
仁
則
誌
(
千
唐
三

O
、
奨
編
八
六
)
一
ニ
九
三
頁
本
文
第
6
行
口
↓
態
、

貞
観
一
九
年
張
綱
誌
(
千
唐
三
三
、
集
編
八
四
)
四
三
五
頁
本
文
第
1
行
誇

口
、
字
口
口
↓
誇
綱
、
字
選
知
、
口
紳
口
承
、
口
↓
指
紳
士
子
、
奔
、
四
三
六

頁
第
4
行
口
倣
↓
噺
倣
、
永
徽
二
年
李
審
誌

(
千
唐
七

O
、
奨
編
一
八
一
)
一
二

三
九
頁
本
文
第
2
行
強
口
↓
趨
碁
、
第
6
行
英
口
口
迩
↓
英
聾
美
迩
の
如
く
、

部
分
的
に
議
み
抽
唱
し
読
み
改
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
千
唐
誌
に
つ

い
て
も
郭
玉
堂
本
と
縛
館
本
雨
種
の
拓
本
が
潟
輿
印
刷
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
き

な
意
味
が
あ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
複
数
の
拓
本
を
容
易
に
参
照
し
得
る
こ
と

は
大
努
な
使
会
で
あ
る
。
願
わ
く
は
こ
の
困
難
な
大
事
業
が
順
調
に
遂
行
し
、

中
園
石
刻
史
料
の
一
大
金
字
塔
の
完
成
を
限
の
あ
た
り
に
す
る
日
の
近
か
ら
ん

こ
と
を
。
な
お
李
密
誌
〈
集
編
三
)
の
よ
う
に

『
全
唐
文
』
と
『
溶
懸
金
石

録
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
は
、
『
全
唐
文
』
の
原
嬢
た
る
『
文
苑
英
華
』
径
九

四
八
に
も
原
文
の
存
す
る
こ
と
を
注
記
す
る
方
が
讃
者
に
親
切
と
恩
わ
れ
る
。

他
方
温
彦
博
誌
(
集
編
五
七
〉
の
如
く
偶
作
設
の
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ

れ
を
掲
げ
た
上
で
「
然
れ
ど
も
本
拓
片
の
墓
誌
文
恐
ら
く
は
傑
作
に
非
ず
、
な

お
史
料
債
値
あ
る
に
似
た
り
」
と
の
判
断
を
示
さ
れ
て
お
り
、
関
係
資
料
を
網

羅
し
て
拓
本
を
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
趣
旨
か
ら
い
っ
て
、
僑
託
の
懸
念
あ

る
も
の
も
集
編
に
加
え
ら
れ
る
の
に
賛
成
で
あ
る
。
読
者
は
採
録
さ
れ
た
関
係

資
料
に
限
を
通
し
、
自
ら
の
剣
断
に
従
っ
て
用
う
べ
き
を
用
い
れ
ば
よ
い
。

『
千
贋
誌
寵
府
議
誌
』
を
は
じ
め
こ
れ
ら
近
刊
諸
書
に
よ
っ
て
、
唐
人
墓
誌
が
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ぐ
ん
と
我
々
の
身
近
か
な
存
在
と
な
っ
た
。
千
唐
誌
中
に
は
大
中
五
年
光
稼
苗

卿
家
人
臭
孝
恭
誌

〈
一
一
一
一
一
〉
の
如
き
解
放
さ
れ
た
家
奴
の
墓
誌
ま
で
含
ま

れ、

唐
代
社
品
開
の
多
様
な
側
面
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
墓
誌
の
活
用
を

通
じ
、
一
層
き
め
細
か
な
迫
求
が
唐
史
各
般
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

、L
V

一
九
八
四
年
一
月
北
京
文
物
出
版
社

一一一六
×
二
七
糎
上
・
下
二
加

一七
+
一
一
一
一
六
O
+
三
四
頁

一
六
O
元

(
附
記
)
本
稿
校
正
中
に
『
唐
代
墓
誌
銘
集
編
附
考
』
第
三
加
(
毛
漢
光
撲、

秋
慈
玲
助
理
、
一
九
八
五
年
五
月
、
本
文
四
一
四
頁
〉
に
接
し
た
。
永
徽
三
年

十
月
J
頼
度
元
年
九
月
の
一
OO
誌
を
収
め
、
そ
の
来
源
は
、
停
館
拓
本
八

六
、
中
央
図
書
館
拓
本
三
、
『
芭
浴
家
纂
遺
文
』
(
綴

・
三
・

四
編
を
含
む
〉

九、

『摘
阿
南
金
石
志
』
て

『侠
西
金
石
志
』

一
と
な
っ
て
お
り
、
千
唐
誌
一
一
一

五
黙
を
含
む
が
、
永
徽
五
年
二
月
の
斡
巡
誌
(
九
二
)
ロ
ハ

一
紘
を
失
載
す
る
。
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